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ミニストップ（山内）、
岩戸山歴史文化交流館 いわいの郷

江　食品、



丸山塚古墳

極上のあぜみち
あぜ道の傍らには清らか
な小川が流れ、春には野
の花が咲き、秋には黄金
色の稲穂が実る。
まさに極上!!

極上の
あぜみち

岩戸山歴史文化
交流館 いわいの郷



案内料金有料（詳細は八女市ホームパージをご確認ください。）
3日前まで

料
申
※2名からご利用いただけます。 ※スタート時間は、9：00～16：00の間でお選びください。
※3歳以下のご利用は、事故防止の為お断りしています。 ※ペット同伴によるご利用はお断りしております。





国選定重要伝統的建
造物群保存地区である
白壁の町並みは魅力が
たっぷり。瓦や壁に施さ
れた縁起物を探したり、
ゆっくりと堪能しながら
歩きましょう。車に注意。

1～10名まで 1時間 1,500円（税込）
11名以上 1時間 1人あたり100円

ご予約・お問い合わせ…八女伝統工芸館（月曜休館日・祝日の場合開館） TEL:0943-22-3131

町並みガイドコースに
ついてはこちら▼

お問合せ・お申込は
こちら▼

江戸時代、物産の集積地として栄えた八女。
豊かな自然に囲まれた中、仏壇、提灯、石灯
籠、手すき和紙などの伝統工芸も多く、職人の
技が生きています。江戸時代の面影が残る町
並みや工房など、八女の魅力をご案内します。



NIPPONIA HOTEL
八女福島商家町

明月荘

今里家住宅

祇園社

NIPPONIA HOTEL
旧大坪茶舗

西鉄バス
八女営業所

RITA 紳
Craft In 手

RITA梅月庵

西鉄バス福島バス停

つながるバス停
観光案内所

RITA 匠

許斐家（許斐本家）市指定文化財
創業宝永年間（1704～1710）、矢部屋と号し製
茶問屋、輸出茶商を営む。左端には茶の審査場
が復原された。江戸末期築、見学可。

木下家は江戸時代から始まり、「堺屋」の屋号で
代 酒々造業を営みながら栄えた旧家。明治41年完
成の「離れ座敷」は屋久杉の一枚板で造られた欄
干や紫檀の床框などが見られる。見学可。

旧木下家住宅（堺屋）市指定文化財



ダニエルイノウエミュージアム

フェイスブック インスタ ホームページ

さるこコースは、自然の景観等を楽しむことが出来るととも
に、築きあげられた歴史の宝庫でもあります。そのコース案内
人と一緒に楽しむのもひとつの方法です。詳しい内容につ
いては、さるこ公式ホームページにて確認をお願いします。
予約申し込みなどは、記載のさるこ協会メールアドレスまで
２週間程の余裕を
もってお願いします。

ご予約・お問い合わせ……八女市上陽咩さるこ協会（事務局：上陽地区まちづくり協議会）
メール：kamutsuyamesaluco@gmail.com

○ゴミはきちんと持ち帰りましょう。
○車道を通りますので複数列に
　ならないよう注意して歩きましょう。
○そこで暮らすペットを脅かしてはいけません。
○田畑に植えられた作物や植物を勝手に
　採取したり荒らしたりしてはいけません。
○火災防止のため、火気の取り扱いには
　細心の注意をしましょう。
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ト宮地嶽神社

ダニエル イノウエ ミュージアム
八女市上陽町にルーツを持つ元
アメリカ合衆国上院議員故ダニ
エル・建・イノウエ氏の功績を紹
介する展示室、カフェやショップ等
を備えた観光交流施設。

ダニエル イノウエ
ミュージアム

【☎】0943-24-8778
【営】10:00～17:00
【休】水曜日

上陽地区には13の石橋が現
存しています。中でも有名な
のは、コースの名称でもある
「1連の洗玉橋」、「2連の寄
口橋」、「3連の大瀬橋」、「4
連の宮ヶ原橋」の4つの橋を
総称する「ひふみよ橋」。周
囲の豊かな自然を楽しみな
がら建築の歴史を味わうこと
ができるのもこのコースの醍
醐味です。

・多目的広場東側駐車場に車を駐車して下さい。
・コース区間は、堀川バス星野・福島線 北川内バス停から
上山内バス停まで

多目的広場

宮地嶽神社



上陽
05
コース

1817

いにしえの道
トレッキングマップ

「いにしえの道」の歴史
「いにしえの道」は、自動車のない時代に、八女市上陽町下横山地区の山間部にある
集落、尾久保集落・木浦集落から、耳納連山の尾根を越えて、久留米市草野町に至る
重要な物資流通の道として活用されていました。また、旧尾久保小学校では、歓迎遠足
やお別れ遠足でグライダー山まで歩いて行って弁当を食べて、小学校まで帰ってくるの
が恒例となっていたそうです。
グライダー山からの素晴らしい眺望を目指してトレッキングをお楽しみ下さい。
復路は往路を戻るコースとグライダー山の下を東西に通っている耳納スカイラインを西
へ進み、耳納平から上陽町下横山方面へ南下して、朧大橋を渡ってみんなの館まで戻
るコースがあります。

朧大橋

ふるさと
わらべ館

旧尾久保小学校

向野ダム

グライダー山

桑
川
内
コ
ー
ス

グ
ラ
イ
ダ
ー
山
コ
ー
ス

旧尾久保小学校（スタート地点） グライダー山からの眺望（ゴール地点）

茶畑 石の道標

杉のはやし 小笹のトンネル

798
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